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研究活動の不正行為への対応フロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪事実認定の通知 
申立者・調査対象者へ 

調査結果、事実認定の報告 
学長へ 

 

⑬不服申立 

※14日以内、 

限度；１回 

⑧報告 

⑦委員会 

の設置 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

専門委員会 

 

 

 

 

 

⑪報告 

・本調査の要否 

・調査の進捗状況、 

中間報告 

・調査過程中の 

不正事実の一部認定 

・最終報告書 

※210日以内 

研究倫理教育の

実施 

通  報 

(申立者) 

 
役員、職員、学生等、 

本学の構成員であった者 

に係る下記不正行為 

1)ねつ造 

2)改ざん 

3)盗用 

4)研究費不正使用 

上記に係る証拠隠滅・ 

立証妨害等 

情報提供等受付窓口 
・総務課 ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ担当 
・外部窓口※1 

不 要 必 要 

⑩報 告（事実認定） 
・調査結果 

 ・不正内容 

・関与者、関与の程度 

・不正発生要因 

・管理･監査体制状況 

・再発防止計画 

･不正使用相当額 

等を含む最終報告書作成 

調査結果 

不正行為 

調査委員会 

1)～3)対応の委員会 

4)対応の委員会 

監 視 
・法令違反をしていないか 

・是正措置、再発防止策が 

十分機能しているか 

③申立の受理 

⑨不正行為の認定 
調査結果、再発防止策等 

④予備調査の実施 

学 

 

 

 

長 

研究倫理教育 

責任者 

①通報 【書面（郵送、FAX、 

電子ﾒｰﾙ等含む）、面談、電話】 

調査対象者 

教育研究評議会 

 

 

 

 

 

⑫処分の認定  
※必要がある場合 
学長、教育研究評議会等 

による審査（調査） 

②通報内容報告 

⑥本調査実施についての通知 

(実施しない場合は、理由も併せて通知） 

※1 委託法律事務所 

⑤本調査の実施 
※申立受理日より 
30日以内に決定 

役 員 会 

意見聴取 

当該研究に 

競争的資金等を 

配分する 

配分機関 

①調査の申立 


